
首都圏テクノナレッジ・フリーウェイ（TKF）

産業技術連携推進会議 令和元年度 感謝状授与

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター、埼玉県産業技術総合セン
ター、千葉県産業支援技術研究所、地方独立行政法人神奈川県立産業技術総
合研究所、横浜市工業技術支援センター

・TKFは、首都圏公設試の情報を横断的・シームレスにアクセスできる仕組みで、
ワンストップの技術相談体制等を整備した。

・都立産技研は、さらに大学や金融機関約50機関と業務提携を行い、横断的連携
で地域企業や地域産業の振興に貢献しており、地域産技連活動のモデルとなる
取組みである。

活動内容

授与の理由

②TKFミニインターンシップ
・TKF各機関をまたいだ技術情報の交換
・技術知識の習得や技術継承など、
両機関の連携により技術力を向上

2018年度実績：18件（6機関35名）

都県域を越えた中小企業の技術支援活動を実施し、地域産議連を活性化

③TKFによる新技術説明会/JST
・TKF各機関の研究成果普及の場とし
て、JST新技術説明会の枠組みを利
用し、2018年から登壇開始

2019年度実績：7機関 7件発表

①TKF Webサイトの運営
・専用Webサイトにより、TKF各機関内で
中小企業のワンストップ技術相談体制を
整備

https://tkm.iri-tokyo.jp/index.html

④TKFオープンフォーラム
・毎年、TKFオープンフォーラムを開催
・公設試相互の情報交換の場である共
に、中小企業向けの情報提供・交流

2019年度： 「自動車産業支援」を
テーマに、最新の動向と各公設試の
取組みを紹介⑤研究成果発表会の相互派遣

・TKF各機関の研究発表会に研究員を
相互に派遣し県を超え研究成果を普及

2018年度実績：
6機関開催（産総研含む８機関18件発表）

上記公設試に加え、②～⑤について下記公設試（産総研含む）とも連携し活動中
茨城県産業技術イノベーションセンター、栃木県産業技術センター、
群馬県立産業技術センター、新潟県工業技術総合研究所、山梨県産業技術センター、
長野県工業技術総合センター、静岡県工業技術研究所

https://tkm.iri-tokyo.jp/index.html
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